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１．地域区分

  まちづくりを進めていくためには，市
民の参加が不可欠であり，まちづくりを
身近な問題としてとらえ，将来像を共有
していくことが重要です。このため，市
内をいくつかの地域に分け，地域ごとの
固有な課題や，それに対応した地域づく
りの方向を整理していく必要がありま
す 。
   地域の区分は，まちづくりの方向や共
通性などから，５つの地域に区分しまし
た 。

図－2.1.1  地域の区分

１．地域区分
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２．北部地域のまち
    づくりの方針

図－2.2.1 地域の位置図

北部地域

西部地域 中央地域 東部地域

南部地域

             ［現  況］

  北部地域は，地域の南側が市街化区域
で，市街化区域では全域で宅地化が進ん
でいます。佐和駅の周辺では土地区画整
理事業による都市基盤の整備が行なわれ
ています。
  地域の北側は市街化調整区域で，比較
的まとまった樹林地，畑地があり，新川
沿いの低地が水田となっています。ま
た，常磐線の東西には，民間開発による
大規模住宅団地が３地区あります。

           ［課 題］

  佐和駅周辺地区については，本市の拠点
地区と位置づけられているところから，
土地区画整理事業等により整備を推進し，
都市核の形成を図る必要があります。
  また，北側のまとまりのある樹林地につ
いては，地域制緑地として保全し，自然的
環境を維持していく必要があります。

２．北部地域のまちづくりの方針

（１）北部地域の現況と主要課題
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２．北部地域のまち
    づくりの方針

・当地域の北側は市街化調整区域，南側は市街化区域です。
・JR 常磐線佐和駅周辺は，市北部地域の拠点づくりが課題
   となっています。

人口・世帯数 人       口                             １６ , ４４７   人

世  帯  数                                ５ , ３８４   世帯

       区               分           面    積（ha）    構成比（％）

         住   宅   地                ２６２ . ８０             １９ . ７

         商   業   地                    ３５ . ９８                ２ . ７

         工   業   地                    ５９ . ７３                ４ . ５

         公 共 用 地                      ３ . ９７                ０ . ３

         道         路                １０１ . １０                ７ . ６

         そ    の   他                 １０５ .４２               ７ . ９

     都市的土地利用計           ５６９ .００             ４２ . ７

         農          地               ４７０ .０５             ３５ . ３

         山          林               ２２８ .８９             １７ . ２

         そ   の    他                   ６４ . ２６               ４ . ８

     自然的土地利用計           ７６３ .２０            ５７ . ３

        合             計         １ , ３３２ . ２０         １００ .０

   種    別               計画決定                  供   用

街 区 公 園         (7)       2.67 ha       (3)         1.34 ha

近 隣 公 園         (1)       1.12 ha       (1)         1.12 ha

地 区 公 園                －                         －

そ   の   他                 －                         －

  合      計           (8)      3.79 ha        (4)        2.46 ha

計画延長         整備済             概  成              未整備

25,980 ｍ       16,610 ｍ          4,580 ｍ           4,790 ｍ

 100.0  ％          63.9 ％           17.6 ％             18.5 ％

   区    分          施行済             施行中             計    画

地  区  数            １                       ３                 －

面  積  (ha)         ２ . ６            １７４ .１             －

北 部 地 域

地域の概況など

土地利用現況

都市計画公園

都市計画道路

土地区画整理事業

＊平成7年国勢調査
   数値

＊平成9年度都市計画
   基礎調査数値

＊(  )内の数値は箇所数

＊路線数は１２で，地域
   界部分は重複していま
   す
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笠松運動公園

２．北部地域のまち
    づくりの方針

●佐和駅周辺地区では佐和駅中央土地区
画整理事業，佐和駅東土地区画整理事業
を推進し，駅の東西に商業・業務地を集
積することにより，都市核の形成を図り
ます。また，高野小貫山土地区画整理事
業等により駅を中心として同心円状に良
質な中高層，低層の住宅地の形成を図り
ます。

●市街化調整区域の住宅団地が集中して
いる区域は，日常生活の利便性の向上を
図るため，幹線道路の整備等により佐和
駅周辺地区との一体性の強化を進めま
す 。

●第二工業団地は，今後とも工業地とし
て位置づけ，工業機能の充実を目指しま
す 。

（２）北部地域のまちづくりの目標

（３）北部地域のまちづくりの方向

●新川周辺などの自然植生の樹林地につ
いては，地域制緑地として保全に努める
とともに，静的なレクリエーションの
場としての活用を検討します。

●優良な農地については，今後とも農地
としての利用を図るため，保全に努めま
す 。

   佐和駅周辺地区については，本市の北部地域での日常生活の利便性と快適性を支
え，魅力ある生活環境を実現していく「住」「遊」「学」の拠点となる核づくり
を目指します。また，計画的な土地区画整理事業などにより，良好な住宅地づくり
を推進します。本地域の北側丘陵地を中心とした緑地は，市民生活にうるおいを与
える貴重な自然的資源として， 農用地区域などの優良な農地については，農業生産
の場として，保全に努めます。

●地域の東西交通軸として，東中根高場
線の整備を推進します。また，佐和停車
場稲田線の早期整備に努めます。

●笠松運動公園については，屋内プー
ル・アイススケート場，多目的球技場な
ど拡張整備を促進します。
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３．西部地域のまち
    づくりの方針

図－2.3.1  地域の位置図

北部地域

西部地域 中央地域 東部地域

南部地域

  西部地域は，地域の東側が市街化区域
で，市街化区域は勝田駅西側と第１工業
団地の２箇所で工業系の大規模な土地利用
がされており，残りのほとんどが住宅地
となっています。住宅地については，勝田
駅の西側で都市基盤の整備が行なわれてい
ますが，その他は過去に土地改良事業等
による整備が行なわれたほかは未整備で
す 。
   市街化調整区域は，台地上の津田地区
と，枝川の集落地区で宅地化が進み，南部
の低地は基盤整備済みの優良水田地帯と
なっています。また，台地縁辺部の小場江
堰用水路沿いには，良好な斜面緑地が連
なり，本市の緑の玄関口とも言える景観
を形成しています。

   西部地域の住宅地全体について都市基盤
が不足しているところから，土地区画整
理事業を中心とした都市基盤の整備を推進
する必要があります。
   また，小場江堰用水路沿いの斜面緑地
については，風致地区として保全に努め
る必要があります。
   那珂川については，水害の危険を防除
するため堤防の早期完成が課題です。

（１）北部地域の現況と主要課題

３．西部地域のまちづくりの方針

（１）西部地域の現況と主要課題

［現  況］ ［課 題］
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３．西部地域のまち
    づくりの方針

・当地域には大規模な工場が立地しています。
・宅地化が全域で進んでおり，都市基盤の整備が課題と
    なっています。

人口・世帯数 人       口                             ３９ , ４９４   人

世  帯  数                             １３ , ９６６   世帯

       区               分           面    積（ha）    構成比（％）

         住   宅   地                ４５８ .０１             ２５ . ６

         商   業   地                    ８２ . ７２                ４ . ６

         工   業   地                 ２２９ . ８９             １２ . ８

         公 共 用 地                   １４ . ７１                ０ . ８

         道         路                １５８ .４０                ８ . ８

         そ    の   他                 １８３ .０７             １０ . ３

     都市的土地利用計        １ , １２６ .８０            ６２ . ９

         農         地                ４７２ .７１             ２６ . ４

         山         林                   ８２ . ７１                ４ . ６

         そ   の   他                １０８ . ５８                ６ . １

     自然的土地利用計           ６６４ .００            ３７ . １

        合            計          １ , ７９０ .８０         １００ . ０

   種    別               計画決定                  供   用

街 区 公 園         (8)       1.73 ha       (3)         0.82 ha

近 隣 公 園                －                         －

地 区 公 園                －                         －

そ   の   他         (1)       4.81 ha       (1)         4.81 ha

  合      計          (9)       6.54 ha       (4)         5.63 ha

計画延長         整備済             概  成              未整備

36,690 ｍ       14,890 ｍ         10,850 ｍ          10,950 ｍ

 100.0  ％          40.6 ％           29.6 ％             29.8 ％

   区    分          施行済             施行中             計    画

地  区  数             ３                     ３                 １

面  積  (ha)       ７６ . ５          １１４ .４          １０ . ２

西 部 地 域

地域の概況など

土地利用現況

都市計画公園

都市計画道路

土地区画整理事業

＊平成7年国勢調査
   数値

＊平成9年度都市計画
   基礎調査数値

＊(  )内の数値は箇所数

＊路線数は２１で，地域
   界部分は重複していま
   す
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国道６号

３．西部地域のまち
    づくりの方針

●勝田駅西口については，都心形成の一
翼を担うことから，駅舎の橋上化及び東
西自由通路の整備を推進し，利便性の向
上を図ります。

●武田土地区画整理事業，津田北部土地
区画整理事業などにより，住宅地の整備
を推進します。

●国道 6 号，県道那珂湊那珂線の沿線に
ついては，沿道系の土地利用を促進しま
す 。

●既存工業地については，今後とも工業
地として位置づけ，工業機能の充実を図
ります。

（２）西部地域のまちづくりの目標

   勝田駅西口地区については，駅舎の橋上化と自由通路の整備等により，利便性の
向上を図ります。また，良好な「住」機能を確保していくため，土地区画整理事業
を中心に，段階的に市街地の整備を推進します。安定した「職」機能を確保してい
くため，既存産業の強化を目指します。地域南部の水田地帯及び樹林地は，優良農
地及び良好な自然環境として保全に努めます。

（３）西部地域のまちづくりの方向

●東中根高場線，西中根田彦線，金上田
彦線，県道那珂湊那珂線の整備を推進
し，地域の東西方向の交通網の強化を図
ります。

●那珂川堤防の早期完成と寿橋の架け替
えを促進します。

●地域南部の水田地帯については，優良
農地として保全します。また，小場江堰
用水路沿いの斜面緑地については，風致
地区として保全に努めます。
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４．中央地域のまち
    づくりの方針

＊
都市軸
都市内の核となる地域

を連絡し，その沿道に

商業・業務，行政・文

化機能などが集積する

など，主要な交通機能

を有するとともに，都

市を支える骨格となる

道路のことです。

図－2.4.1  地域の位置図

北部地域

西部地域 中央地域 東部地域

南部地域

  中央地域は，地域の北側が市街化区域
で，勝田駅周辺が本市の中心市街地を形
成しています。勝田駅を起点とする昭和
通り線は，本市の都市軸，シンボルロード
となっています。また，市街化区域につい
ては，着実に都市基盤の整備が進められ
ています。
   市街化調整区域は，那珂川及び中丸川沿
岸の低地が基盤整備済みの優良水田地帯と
なっており，台地上の中根，三反田，柳沢
地区等に畑地が広がっています。また，
河川沿いの谷津や台地の縁辺部には良好な
斜面緑地が連なり，本市の都市景観に重
要な役割を果たしています。

  中央地域については，今後とも土地区画
整理事業による都市基盤の整備と，中心
市街地や昭和通り線沿線への都市機能の集
積に努めていく必要があります。また，
勝田駅東口地区再開発事業等により，駅
前地区の高度利用と都市機能の更新に努め
る必要があります。
  親水性中央公園の整備に努めるととも
に，台地縁辺部の斜面緑地については，
風致地区の指定などにより地域制緑地とし
て保全に努める必要があります。
   那珂川については，常磐線から下流部
の堤防等の整備を促進することが課題で
す 。

４．中央地域のまちづくりの方針

（１）中央地域の現況と主要課題

［現  況］ ［課 題］
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４．中央地域のまち
    づくりの方針

・当地域は，市の中心市街地を含んでいます。
・土地区画整理事業による都市基盤の整備が進んでいます。

人口・世帯数 人       口                             ５１ , ６４２   人

世  帯  数                             １８ , ０９６   世帯

       区               分           面    積（ha）    構成比（％）

         住   宅   地                ５５６ .０８             ２３ . ０

         商   業   地                    ９０ . ０４                ３ . ７

         工   業   地                １０１ .２０                ４ . ２

         公 共 用 地                   ５３ . ８５                ２ . ２

         道         路                ２３６ .８０                ９ . ８

         そ    の   他                 ２８５ .１３             １１ . ８

     都市的土地利用計       １ , ３２３ .１０             ５４ . ７

         農         地               ７７４ .１２             ３２ . ０

         山         林               １８５ .７１                ７ . ７

         そ   の   他               １３４ . ３７               ５ . ６

     自然的土地利用計        １ , ０９４ .２０            ４５ .３

        合            計           ２ , ４１７ . ３０         １００ .０

   種    別               計画決定                  供   用

街 区 公 園       (37)      10.59 ha       (33)         9.42 ha

近 隣 公 園         (4)       7.28 ha         (3)         5.48 ha

地 区 公 園         (1)       4.21 ha         (1)         4.21 ha

そ   の   他         (1)      17.00 ha                 －

  合      計         (43)      39.08 ha       (37)       19.11 ha

計画延長         整備済             概  成              未整備

57,800 ｍ       26,510 ｍ         17,860 ｍ          13,430 ｍ

 100.0  ％          45.9 ％           30.9 ％             23.2 ％

   区    分          施行済             施行中             計    画

地  区  数            １２                    ３                 ２

面  積  (ha)      ４３７ .１         ３１３ .２         １９ . ８

中 央 地 域

地域の概況など

土地利用現況

都市計画公園

都市計画道路

土地区画整理事業

＊平成7年国勢調査
   数値

＊平成9年度都市計画
   基礎調査数値

＊(  )内の数値は箇所数

＊路線数は２４で，地域
   界部分は重複していま
   す
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昭和通り

４．中央地域のまち
    づくりの方針

   中心市街地については，本市の都市核・玄関口として，中心市街地整備基本構想に
基づき「遊」「学」の拠点となる機能の集積や景観づくりを進め，にぎわいや文化
性などを感じることのできるまちづくりを目指します。同心円状の土地利用構成と
し，土地の適正な高度利用，密度構成により市街地の形成を図ります。また，昭和
通り線沿線については，本市の都市軸として，商業・業務系の土地利用を促進しま
す。幹線道路や市街地の整備を通じて，既存産業の機能の強化を図ります。基盤整
備済の水田等優良農地や，台地縁辺部の斜面緑地については，保全に努めます。

●中心市街地のオアシスとして，親水性
中央公園（総合公園）の整備を推進しま
す 。

●雨水を適切に排除し，安全なまちづく
りを進めるため，高場雨水１号幹線の整
備を推進します。

●洪水の危険を排除するため，那珂川に
ついては，築堤等，整備を促進します。

●那珂川，中丸川沿岸の水田地帯，中根
地区の畑地など，農用地に指定されてい
る優良農地は保全します。また，小場江
堰用水路沿いや，台地縁辺部の斜面緑地
等については，風致地区に指定するな
ど，地域制緑地として保全に努めます。

（２）中央地域のまちづくりの目標

（３）中央地域のまちづくりの方向

●勝田駅前地区の都市機能の向上と，交
通ターミナル機能を充実するため，勝田
駅東口地区再開発事業の事業化に努め，
東口駅前広場，昭和通り線，その他の公
共・公益施設の整備と，商業核の形成を
図ります。また，勝田駅利用者の利便性
を高めるため，駅舎の橋上化と東西自由
通路の整備を推進します。

●昭和通り線については，本市の都市
軸，シンボルロードとして，勝田駅東口
地区再開発事業による整備と，NTT 交差
点以東の整備の方向づけに努めるととも
に，沿道の商業・業務系の土地利用を促
進します。

●東部第１，東部第２，六ッ野土地区画
整理事業などにより，市街地の整備を推
進します。

●既存工業地については， 今後とも工
業地として位置づけ，工業機能の充実を
図ります。

●県道那珂湊那珂線，東中根高場線，西
中根田彦線などの整備を推進し，交通網
の強化を図ります。
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５．東部地域のまち
    づくりの方針

図－2.5.1  地域の位置図

北部地域

西部地域 中央地域 東部地域

南部地域

  東部地域は，ひたちなか地区の土地区
画整理事業と工業団地造成事業地区，ひ
たちなかインターチェンジ周辺，そして
阿字ヶ浦，磯崎，足崎地区の一部が市街
化区域となっています。ひたちなか地区
については，常陸那珂港や国営常陸海浜
公園など大規模な施設の整備が進められ
ています。
  市街化調整区域については，地域の北
側に樹林地，本郷川沿いに斜面緑地があ
るほか，全体として畑地としての土地利
用がされています。

     国際港湾公園都市の核として，ひたち
なか地区開発を積極的に促進し，開発の
目指す諸機能の誘導・集積に努めるとと
もに，開発の波及効果を適切に受け止め
るため，周辺地区については住宅地や商
業・業務地，工業地の需要などに対応し
た都市的土地利用への転換を検討してい
く必要があります。また，阿字ヶ浦地区
については，国営常陸海浜公園と一体と
なる海洋性リゾートの創出，さらには磯
崎地区を経て南部地域につながっていく
魅力のある海岸線の形成が課題となって
います。
   一方，保全すべき農地，緑地，海岸等
については，区域を見極め適切に保全施
策を講じていく必要があります。

５．東部地域のまちづくりの方針

（１）東部地域の現況と主要課題

［現  況］ ［課 題］
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５．東部地域のまち
    づくりの方針

・当地域は，ひたちなか地区を含んでおり，隣接部では
   新市街地の整備が計画・構想されています。

人口・世帯数 人       口                                ９ , ８３８   人

世  帯  数                                ２ , ７９６   世帯

       区               分           面    積（ha）    構成比（％）

         住   宅   地                ２０２ . １７                ７ . ６

         商   業   地                    ３３ . ２５                １ . ２

         工   業   地                   ３６ . ２５                １ . ４

         公 共 用 地                ４０６ .８０              １５ . ３

         道         路                １８７ .５０                ７ . ０

         そ    の   他                ３８０ .２３             １４ . ３

     都市的土地利用計       １ , ２４６ .２０             ４６ . ８

         農         地                ７７８ .４４             ２９ . ３

         山         林                ３２１ . ８０             １２ . １

         そ   の   他                ３１４ .８６              １１ . ８

     自然的土地利用計       １ , ４１５ .１０            ５３ .２

        合            計          ２ , ６６１ .３０         １００ .０

   種    別               計画決定                  供   用

街 区 公 園                －                         －

近 隣 公 園         (1)       3.10 ha       (1)         3.10 ha

地 区 公 園                －                         －

そ   の   他          (4)    413.80 ha      (3)      119.90 ha

  合      計          (5)    416.90 ha       (4)      123.00 ha

計画延長         整備済             概  成              未整備

44,610 ｍ       23,220 ｍ          9,590 ｍ          11,800 ｍ

 100.0  ％          52.1 ％           21.5 ％             26.4 ％

   区    分          施行済             施行中             計    画

地  区  数              ４                   １                  －

面  積  (ha)     ３３５ .２           ８３ . ４              －

東 部 地 域

地域の概況など

土地利用現況

都市計画公園

都市計画道路

土地区画整理事業

＊平成7年国勢調査
   数値

＊平成9年度都市計画
   基礎調査数値

＊(  )内の数値は箇所数

＊路線数は２１で，地域
   界部分は重複していま
   す
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ひたちなかインターチェンジ

５．東部地域のまち
    づくりの方針

   ひたちなか地区を中心として，人，もの，情報が交流する国際港湾公園都市づく
りを目指します。既存の市街地については，土地区画整理事業等による「住」や，
南部地域にも連なる海岸部の「遊」の機能の拡充に努めます。幹線道路の整備を推
進し，国際港湾公園都市の交通網の強化を図ります。また，優良農地や台地縁辺部
の樹林地，海岸等については，保全に努めます。

●国道 245 号，県道常陸那珂港山方線，
県道水戸那珂湊線，西原長砂線などの整
備により，ひたちなか地区へのアクセス
を含め，交通網の強化を図ります。

●北根墓園については，墓地需要を勘案
しながら，段階的に整備を推進します。

●農用地に指定されている優良農地，台
地縁辺部の斜面緑地，海岸等について
は，保全に努めます。

（３）東部地域のまちづくりの方向

（２）東部地域のまちづくりの目標

●ひたちなか地区については，国や県と
協力しつつ，国際的な港湾機能の確立，
高度技術産業集積の促進，海洋性レクリ
エーション・リゾートの形成，広域的な
商業・業務機能，コンベンション機能，
高等教育機能，研修機能などの高次の都
市機能の誘導を進めます。

●ひたちなか地区については，関係機関
と協議のうえ，適宜線引きや用途地域の
指定・変更などを行ないます。

●ひたちなか地区開発に伴う波及効果を
適切に受け止めるため，ひたちなか地区
周辺については，計画的に都市基盤の整
備を進めます。

●阿字ヶ浦土地区画整理事業などによ
り，市街地の整備を推進します。なお，
阿字ヶ浦地区については，国営常陸海浜
公園と一体となる通年型のリゾートの創
出を目指します。
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６．南部地域のまち
    づくりの方針

ウォーターフロント
水際空間を表します。

＊

図－2.6.1  地域の位置図

北部地域

西部地域 中央地域 東部地域

南部地域

   南部地域は，地域の南東側，那珂湊地
区，平磯地区が市街化区域となってお
り，漁業と海運で古くからの歴史を誇る
那珂湊市街地を中心としています。道路
網の配置はほぼ完成していますが，一部
は未改良または幅員が不足しています。
   市街化調整区域は，中丸川沿岸の水田
地帯，台地上の畑地帯ともに優良農地と
なっています。
   また，那珂川沿岸から那珂湊漁港，平
磯海岸に至るまで本市最大のウォーター
フロントを形成しています。

   市街地については，国・県道等の整備
を促進するとともに，土地区画整理事業
を推進して整備に努めていく必要があり
ます。また，那珂湊漁港から本町釈迦町
線周辺の商業地については，観光を主と
した機能の集積を図るとともに，魅力の
ある河岸・海岸部の形成に努めていく必
要があります。さらに，密集市街地につ
いては，防災の観点からも整備の方向づ
けに努めることが課題です。
   那珂川沿岸，漁港地区を含む海岸，優
良農地，介在する緑地等については，保
全に努めていく必要があります。

６．南部地域のまちづくりの方針

（１）南部地域の現況と主要課題

［現  況］ ［課 題］
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６．南部地域のまち
    づくりの方針

・当地域は，都市核となる那珂湊地区の市街地を含んでい
    ます。
・漁港の観光機能の強化などによる地域づくりとともに，
    住宅地整備が課題となっています。

人口・世帯数 人       口                             ２９ , ３２９   人

世  帯  数                                ９ , ０３５   世帯

       区               分           面    積（ha）    構成比（％）

         住   宅   地                ２９４ . ８０             １７ . ３

         商   業   地                    ３５ . ６３                ２ . １

         工   業   地                    ４０ . ３５                ２ . ４

         公 共 用 地                      ８ . １９                ０ . ５

         道         路                １６６ .６０                ９ . ８

         そ    の   他                 １８７ .９３             １１ . ０

     都市的土地利用計           ７３３ .５０             ４３ . １

         農         地                ７１６ .５１             ４２ . １

         山         林                １０８ .８０                ６ . ４

         そ   の   他                １４２ .０９                ８ . ４

     自然的土地利用計           ９６７ .４０            ５６ . ９

        合            計          １ , ７００ .９０         １００ .０

   種    別               計画決定                  供   用

街 区 公 園         (9)       2.26 ha       (9)         2.26 ha

近 隣 公 園         (1)       2.90 ha       (1)         2.90 ha

地 区 公 園                －                         －

そ   の   他                 －                         －

  合      計          (10)      5.16 ha     (10)        5.16 ha

  計画延長         整備済             概  成              未整備

29,915.5 ｍ    16,015.5 ｍ         9,640 ｍ           4,260 ｍ

   100.0  ％          53.6 ％           32.2 ％             14.2 ％

   区    分          施行済             施行中             計    画

地  区  数            １１                    ２                 －

面  積  (ha)      １４１ . ３            ４６ . ５            －

南 部 地 域

地域の概況など

土地利用現況

都市計画公園

都市計画道路

土地区画整理事業

＊平成7年国勢調査
   数値

＊平成9年度都市計画
   基礎調査数値

＊(  )内の数値は箇所数

＊路線数は１６で，地域
   界部分は重複していま
   す
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湊公園からの街並み

６．南部地域のまち
    づくりの方針

   那珂湊漁港のふれあい整備計画に基づき，周辺整備を推進するとともに，市街
地については，土地区画整理事業を中心として整備に努め，「遊」及び「住」の
機能の拡充を図ります。また，観光，レクリエーション・リゾートなど「遊」に
関わる施策を総合的に推進し，東部地域とも一体となる魅力ある海岸・河岸部の
形成に努めます。幹線道路など交通網の整備を進め，既存産業の機能の強化を図
ります。優良農地や台地縁辺部の樹林地，海岸等については，保全に努めます。

●市街地内の狭隘な道路については，交
通安全施設の整備や壁面後退の指導等に
より，安全性の確保を図ります。

●名平洞については，水と緑を生かした
風致公園としての整備を検討します。

●農用地に指定されている優良農地，台
地縁辺部の斜面緑地，海岸等について
は，保全に努めます。

●洪水の危険を排除するため，那珂川に
ついては，全体整備計画への位置づけを
促進します。

（２）南部地域のまちづくりの目標

（３）南部地域のまちづくりの方向

●那珂湊漁港ふれあい整備計画を進め，
観光リゾート機能の充実とともに，那珂
湊漁港から第一田中後地区にかけての区
域では，市場的な機能を持った商業地の
形成を図ります。

●第一田中後土地区画整理事業，船窪土
地区画整理事業などにより，市街地の整
備を推進します。また，西十三奉行住宅
団地造成事業を促進し，良好な住宅・宅
地の供給に努めます。

●既存の工業地については，今後とも工
業地として位置づけ，既存産業の機能の
充実を図ります。

●国道 24 5 号，県道水戸那珂湊線，県道
那珂湊大洗線（和田町常陸海浜公園線）
などの整備を促進し，交通網の強化を図
ります。




